
運動の期間 :令和 5年 12月 1日 (金)～ 10日 (目 )
○運動の重点
0飲酒運転の根絶
・歩行者の安全確保
。自転車のヘルメット着用 と交通ルール遵守の徹底

● 飲酒運転の根絶
飲酒運転は悪質危険な犯罪です。

「飲酒運転なめたらア・力・ン !」 を合言葉に「飲酒運転を許さない環

境」作 りに取 り組みましょう。

● 歩行者の安全確保
1 横断歩道は歩行者優先です。
横断歩道に近づけば減速し、横断 しようとする歩行者がいないか確認

の うえ、歩行者がいれば必ず一時停止 しましょう。

2 横断歩道を渡る際には、手を上げて、運転者に対 して横断する意思を
明確に伝え、安全を確認 してから横断しましょう。

また、停止 した車両の運転手に会釈をする等、感謝の気持ちを伝えま

しょう。

● 自転車のヘルメット着用 と交通ルール遵守の徹底
4月 1日 から全ての自転車利用者に対 して、自転車に乗るときのヘルメ

ット着用が努力義務になっています。

自分の身を守るためにヘルメットを被 りましょう。

二人乗 りや並進、右側通行、傘差 し運転、スマー トフォンを使用 しなが

らの運転等危険な運転は絶対にやめましょう。
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令和 6年 1月 11日 (木) 午後 2時から約 1時間
和歌山市毛見 和歌山マリーナシティ第一駐車場
警察官300人及びパトカ‐などの警察車両による部隊行進や自バイ
練等を行う予定です。
雨天の場合は、中止となります。(小雨決行)

お問い合わせ先 (和歌山県警察本部 教養課 )
073-423-0110(内 線 2727)

」卜‐

偏

■
■

■
■
■

■
■
■
■

■
■

■
■

編集発行

有日隅滋警察署

TEL
64-0110
作成書

襲島駅前交番

箕島駅前交番だより 令和5年 12月号 回覧

有田湯浅警察署では、防災無線により特殊詐欺事件の警戒広報等を実施することがあります。ご協力お願いします。

卍トコ土「同
||〃へ習笙1耐
に:メOL「 W′ヽ



広 報

う

た

世
作成者

有田湯浅警察署

辰ヶ浜

警察官駐在所

竹田 博紀
■L64-0110

【汗ll法ら巳】
器 物損壊 1件

内
況
管
状
の
故
中
事
月
件
１０
事

ｌ
件
件

故

２
０

事
故
故

通
事
事

交
損
身

Ｉ
物
人

特 殊 詐 欺 に ご 注 意 ロ

焦暇鷺置露嘱夢F髪
=「

緩
=菫

ゝ

ヽ
′

力

α
や ま

全

北朝鮮人権侵害問題啓発週間 年末における犯罪被害の防止 |

国
際
電
話
番
号
に
よ
る
特
殊

詐
欺
が
急
増
中
！

＋
１
や
＋
４
４
な
ど
か
ら
始
ま
る
番

号
か
ら
の
サ
ギ
電
話
が
増
え
て
い
ま

す
―
こ
の
よ
う
な
表
示
の
番
号
の
電
話

に
は
出
な
い
、
か
け
直
さ
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

海
外
と
の
電
話
が

不
要
の
方
は
、
発
信

Ｅ
着

信
を
無
償

で

休
止
で
き
ま
す
。

■
　
，
●
¨
）

一イ

ト
■
ド
ヽ
、

／
１
ス

ｔ
　
　
ヽ

″
′
‐
■
！
―
ヽ
、

″́」
一γ
Ｌ

※
固
定
電
話

口
ひ
か
り
電
話
が
対
象

で

す
。
そ
の
ほ
か
に
も

一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

○
お
申
込
み

・
お
問
合
せ
先

国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー

０

１

２

０

１
２

１

０

１
３

６

４

（通
話
料
無
料
）

ロ
オ
ペ
レ
ー
タ
案
内

平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

・
自
動
音
声
案
内

平
日
、
土
日
祝
２４
時
間

Ｃ
Ｏ
Ｏ
○

Ю
Ｏ
〇
一鋼

短
Ю
Ｏ
Ｏ

０
運
動
の
期
間

令
和

５
年
１２
月

「
日

～

１２

月

１０

日

○
運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
歩
行
者
の
安
全
確
保

・
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
と
交
通
ル
ー

ル

遵
守
の
徹
底

※
４
月

１
日
か
ら
、
全

て
の
自
転
車
利
用

者

に
対
し
て
、
自
転
車
に
乗
る
と
き

の

ヘ

ル
メ

ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務

に
な

っ
て
い

ま
す
。
自
分

の
身
を
守
る
た
め
に

ヘ
ル
メ

ッ
ト

を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

○
人
類
の
相
手
は
宇
宙
月

梅
本
　
哲
夫

○
キ
ラ
キ
ラ
と

一
斉
船
出
シ
ラ
ス
漁
梅
本
　
明
宏

○
風
に
の
り
祭
り
太
鼓
の
ど
こ
か
ら
か

梅
本
　
泰
子

○
栗
ひ
ろ
ふ
今
朝
は
椿
の
実
を
ひ
と
つ

森
山
　
千
代

○
少
子
化
の
世
や
昼
ま
で
の
運
動
会
青
出
　
程
子

○
側
溝

へ
枝
を
伸
ば
し
て
柿
実
る萬

谷
　
明
憲

、あ

毎
年
１２
月
‐０
日
か
ら
‐６
日
ま

で
の
１

週

間

は

「
北
朝

鮮

人
権

侵
害

問
題
啓

発
週
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的

き
な
い
方
が

い
る
と
の
認
識
の
下
、
捜
査

・

調
査

を
推

進

し

て

い
ま

す
。今
後
と
も
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

まけうて拉て
｀
をるこ

でてな
｀
致いこ挙人の

拉取ど逮にくのげ権解
致り
｀
捕関こ間て侵決

被組拉状与と題取害を
害ん致のしがにり間始
者で容発た大つ組題め
とい疑付北切いむへと
判ま事を朝でてべのす
断す案得鮮す関き対る
で
°
のて工
°
心課処北

全国
ま容際
た解手｀
明酉己
こにを
れ向行

が朝課｀
鮮題
国当で
際局あ
社に り
会よ
｀

題
と
さ
れ
る
中

と
認
識
を
深
め

警
察
で
は
、

作
員
等
に
つ
い

人
や
お
金

の
動
き
が
慌

た
だ
し
く
な
る
年
末
は
、

犯
罪
や
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

和
歌
山
県
警
察

で
は
、

パ
ト

ロ
ー

ル
や
検
間
な
ど

を
強
化
し
、
事
件
事
故

の

抑

止

や

検

挙

に
努

め

ま

す
。

０
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
盗
対
策

在
宅
中
も
必
ず
施
錠
を
す
る
。

長
期
間
留
守

に
す
る
場
合
は
、
新
聞
を

止
め
る
な
ど
、
在
宅

し

て
い
る
よ
う

に
見

せ
る
工
夫
を
す
る
。

○
乗

り
物

盗

対
策

自

転

車

や

オ

ー

ト

バ

イ

に
は
確

実

に
施

錠

、

ツ
ー

ロ

ッ
ク
を

す
る
。
キ

ー

を

つ
け

た

ま

ま
車
を
離
れ
な

い
。

/9ツ
ク

)゙

イsuxtrtu 
!

〓
一

■

●

〓
Ｆ

中絶査
ヽ
く
″

´ヽ́ よιl ～ 令和 5年 12月 号

有III湯浅警察署では、防災無線により特殊詐欺事件の警戒広報等を実施することがあります。ご協力お願いします。

11234・・


